
四日市市議会における参考人の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例をこ

こに公布する。 

 令和７年３月２５日 

                     四日市市長  森  智 広     

 

四日市市条例第２号 

   四日市市議会における参考人の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例  

四日市市議会における参考人の実費弁償に関する条例（平成２４年四日市市条例

第３号）の一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

四日市市議会における参考人等の

実費弁償に関する条例 

四日市市議会における参考人の実

費弁償に関する条例 

  

（趣旨） （趣旨） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第

６７号。以下「法」という。）第２０７

条の規定に基づき、次に掲げる者（以下

「参考人等」という。）の要した実費を

弁償する。 

 （１） 法第１１５条の２第２項（法第

１０９条第５項において準用する場

合を含む。）の規定に基づき、当該出

席要求に応じて出頭した参考人 

 （２） その他特別の理由により、市議

会の要求に応じて出頭した者 

 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第

６７号。以下「法」という。）第２０７

条の規定に基づき、四日市市議会に出頭

した法第１１５条の２第２項（法第１０

９条第５項において準用する場合を含

む。）規定の参考人（以下「参考人」と

いう。）の要した実費を弁償する。 

（実費弁償等） （実費弁償） 

第２条 参考人等に対しては、実費弁償

として日当及び旅費を支給する。 

第２条 参考人に対しては、実費弁償と

して日当、宿泊料、鉄道賃、船賃、航空

賃及び車賃を支給する。 



２ 日当の額は、参考人等の種別及び出頭

した日数に応じ１日につき別表のとお

りとする。 

２ 日当の額は、出頭した日数及び旅行

に要した日数に応じ１日につき別表の

とおりとする。 

（削除） 

 

３ 鉄道を利用する片道２００km以上の

日帰り旅行については、別表に規定する

日当の額に１，５００円を加算する。 

３ 旅費の額は、市長の例による。 ４ 宿泊料、鉄道賃、船賃、航空賃及び

車賃（以下「車賃等」という。）の額は、

四日市市長及び副市長の給与及び旅費

に関する条例（昭和５９年四日市市条例

第７号）に定める市長の車賃等の相当額

とする。 

（支給方法） （支給方法） 

第３条 実費弁償は、参考人等が出頭した

際に支給する。 

第３条 実費弁償は、参考人が出頭した際

に支給する。 

２ 旅費は、参考人等の居住地から最も

経済的な通常の経路及び方法により旅

行した場合の費用により計算する。ただ

し、やむを得ない事情により、最も経済

的な通常の経路又は方法によりがたい

場合には、その現によった経路及び方法

により計算する。 

２ 車賃等は、参考人の居住地から最も

経済的な通常の経路及び方法により旅

行した場合の費用により計算する。ただ

し、やむを得ない事情により、最も経済

的な通常の経路又は方法によりがたい

場合には、その現によった経路及び方法

により計算する。 

 

改正後 



別表 
 

区分 日当の額 

法第１１５条の２第２項

（法第１０９条第５項にお

いて準用する場合を含む。）

の規定により出頭した参考

人 

学識経験者 １６，５００円 

その他の者 ８，２００円 

その他特別の理由により、

市議会の要求に応じて出頭

した者  

学識経験者 １６，５００円 

 

改正前 

別表 

区分 日当の額 

法第１０９条第６項（第１

０９条の２第５項及び第

１１０条第５項において

準用する場合を含む。）の

規定により出頭した参考

人 

学識経験者 １６，０００円 

その他の者 ７，９００円 

 

 

附  則  

この条例は、令和７年４月１日から施行する。  

（議会事務局議事課） 

 

 

 

 

 


